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基 研 長 期 研 究 計 画

1 非周期系物性の基礎理論

内 容

固体理論は結晶のもつ構造の同期性を足掛 わとしてめざま しレ､発展を遂げて

きた,,~しか し自然界にt,主食金､混晶､無産影物質乃至は生体高分子等同期性 よ

bの著 しいずれをもつ蔓草な物質が多 (存在 し､実験技術の進歩に伴って次牙

にそれ らの諸物繋が精密に測定されるようになってきた｡ これ らの物質 を理論

的に解明するには同碗性のずれを単に摂動論的に取扱 うだけでは不十分であb

新 ししヽ理論的取扱法の開発が望まれて葺b､例えば多体問題における手法の導

入等が試み られている｡これ と共に例 えば バ ン ド構造､有効質量､有効電荷､

平均自由行程のような固体･電子論におJvlて重賓な役割をした諸概念の適用限界

を明らかにする必要性が再認識されてきてお り, また band gapの存在のよう

に一見無秩序に.見える系におlい､ても注目する量によっては簡単な規則性が存在

することも確め られて きたo Lか しこの分野の研究は歴史 も浅 く末ー解決 の問題

が多 く残されてお D､その接近法も山桜ではない ｡

この段槽におVlてこの分野に興味をもつ種々のタイプ,D研究者が研究会を通

じて意見L'Jj交換を行な うと共にWOrking group督作って強力′に研究を推進 し

77こい ｡

代 表 者 松 原 武 生 (京大理) 確 率 - (北大理〕

松 再 樽 嗣 (~棚 米 沢 富美子 (京大翻

参 加 者 予 定 数 約 30名

研究会予定の場所 京大基研

回 数 ･時 期 5月頃 と11月頃の2回
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資料 1

2 多 体 問 題 (第 2回 ノ)

- DyI温mir,al correユaもioiTl/を中心 とする多体問題 -

来年度 (43年)には統計力学の国際会議が日本で開かれ､その為に統計力

学の､形式を重ん じた研究会が多 く開かれるのと重複 しなしへで ､ 日本で兎角な

おぎjHこされてまた非常な努力と､努力を必要 とする計算を中心 とした電子ガ

ス､原子蔵､- リウム等の多体系のDynamicalな Oorreユat,ion を中心 と

して､主に若いば9ばbした人々を集めてこの方面か ら多轄問題研究の道を撞

進 したいと思いますo

代 表 者 沢 田 克 郎J- J宗 '招 敏 雄

参 加 予 定 者 30- 40名

研究会希望場所 去年の牙一回の場所と同一じで大学 ゼミーデー- ウスで開

きたい｡

開催期間は､ 4月末か ら5月始めの､ゴ-ノL:デンウイークの前か後かで､去

年 と同 じ3日間です,

5 相 転 移 ･1-

内 容

いういろな物質における二次相転移点近傍の個別的な塩界現象が最近実験的

か よ､び現衆論的に明確になってき七､相転移の本質論お よびダイナ ミカルな機

構を明らかにできる時機が熟 してきたと考え られる｡ 相転移現象は極低温物理

固体物理､化学物理など狭,h意廉 の物性物理で重要な現象であるだけでな (I

その研究で碍 られた ideas は生物物理 ､ 生化学や核物理で も有用であるとい

われているO

そこで､最近のいろいろな物質での個別的な性質の研究 をもちよって､それ

らを発展させるとともに､基本的な問題､牢とえ徳 ､̀①平衡量の種々のSir1-
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gula･ritie,S を､分配関数の零点の分布か ら親-的に捉え う,Z-7.か､①平衡量

のSingularritiesと非平衡量のSingulariもies との内在的関係､①相転

移の,ダイナミカルな機構､な どの問題に焦点をあてた研究を行わたし10なお､

来年 9月､日本で開かれる ｢統計力学J淘際会議-の準備をかねる｡

代 表 者 軽 重 俊 (東北天 ) tr

メ ン′ノヾ -

森 聾 (九 大)

阿 部 龍 蔵 (東 大〕

西 川 泰 治 (京 大)

軽重俊､広地和犬､久儀亮五､小野周､阿部寵蔵､伊豆山健

未､鈴木増産､高野文彦､小口武彦､松平昇､青森昭夫､守

谷享,三村勝一､中野藤生､鮫頗武生 ､ 富臼和久､山本常信

松田博嗣∴西川恭治､谷審覇､川崎辰雄､金森贋次郎､中村

伝､三歯痛､庄司-郎､池田和義､万成熟､川端親雄､森餐

川崎泰治､吉田健

研究会2回 1 夏､星口で小人数の研究会 (5日間)

2 秋､基餅で研究会 (3日間)

量子統計的凝縮系の研究

内 容

量子統計的凝縮系の例 としては ､ 超伝導 ･彪流動の問題がある｡昨年度転主

に

勘 超伝導系へのParamagneもicimpuriもie畠の影響

銅 AbrikosovsもructureSと超音波の相互夜周

囲 超伝導 ･超流動系のkineもまoequation,timedepende･訂 虹

equaもユOn の研究をし､かなbの進展があった｡しか し銅鉾ぬ 問題は未だ十

分ではない｡特に画の問題で､nOmal-domponentと BuPer竜ompone云も

の cOuPling(collision terln)の研究は特に重要である ｡ 更に fluxstate
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iこある超伝導体の fユpw resis七iviちy,Halユ係数な どのmicroな計算- と

進みたいO更に王適 liquidへ のimPuriもyeffecも例えば,movir3.g ion

と verもexringの相互作用､冒8-impuriもyと verもexringや BOund

との相互作用 (日昌は 王頭 の iBIOtope であるため特に興味がある)の研究は

興味がある｡

の研究をする｡

代 表 者 韓ー井 恒 九､. 恒 藤 敏 彦､ 都 -{襲 俊 夫

参加予定 約 25名

研究場所 基研

基 研 短 期 研 究 計 画

1 計算機･シ!-ユレ-シヨンによる多体問題の研究

世話人 大 林 (京大工〕 矢 _島 信 雄 (基 研〕

高 木 修 二 (阪大基工) 長谷川 晃 (阪大基工)

上 田 顕 (京 大 =j 松 田 樽 嗣 (遜 研二巨L

萩 哲 志 度 (理 研)

内 容

高遠計算機の発達に伴い､各種の多体問題､非線形問題を計算機によb､ シ

ミニレー トし､系の振舞'V'を追跡 し研究する方法が各分野で行われているO 例

ーえは統計力学の fiuctuationの問題､乱流の問題､ プラズマの問題等で夫 々

行われているO これ らの問題に対する処法は各分野で独立に行われるもので あ

るが､その方法に対する検討,その適用限界の検討等は十分には行われていな

ho各分野疫お労 る方法を相互に検討 し,これ らの方法の具体的間質-の適 用

を更に広 く検討する緒をつ (る目的で短期研究会を 6月頃に行いたho

参 加 者 約 30人
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